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児童・生徒の現状・課題 

 前向きに学習に向かう生徒は多く、個人差はある

が、自ら考えて挑戦し、学び続ける様子や、テストの結

果から粘り強く学習を振り返る様子は定着されてい

ない。また、自己理解が不足している生徒も少なくな

い。 

具体的な手だて①  「見通しをもつ」：M 

単元や学習内容を授業の初めに示し、見通しをも

たせ、前回の授業を振り返りから、本時の授業に

前向きに取り組ませる。 

具体的な手だて②  「振り返りの場面」：F 

単元の途中や１時間の途中で振り返る場面を設定

し、課題解決の手立てやアドバイスを示し、理解度

や進捗状況を自ら確認し、修正しながら学習でき

るようにする。 

具体的な手だて③  「自ら選択する」：S 

共に学習する仲間、学習する場所、ツールなど、学

習内容や目的に沿って、自ら選択できる場面を授

業内に設定していく。また、キュビナを活用し、自

ら選択しながら学習し、基礎・基本の定着を計る。 

総括（５月） 

 

・授業改革研修のClassroomをつくり、日々

の実践や意見などを書き込めるようにする。 

・「選択の場面を工夫する授業」を工夫し、教員

相互で授業を見合う機会をつくり、研鑽を深め

る。    

総括（１月） 

 

学び続ける力を育むための重点目標 

〇次の授業に目標を立てて、学習内容や学習過程を

振り返り、前向きに次の学習に取り組むことができ

るようにする。また、改善点や課題を生徒が自己改

善できるように授業展開を工夫する。 


